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○都市マスタープランでは「都市拠点」として位置づけられているが、現状では大半が低未利用地となっている。
○現市役所は老朽化が進んでおり、庁舎建替えにあたっては、にぎわいを視野に入れたまちづくりが必要である。
○保健センター移転にともない、にぎわいのまちづくりに資する跡地利用が望まれる。
○計画対象地区の北側の文化・スポーツ機能との相乗的なにぎわい創造が求められている。

■既存機能

○住宅系：高 ⇒世帯数増加傾向で、市外への通勤通学が多く、駅至便の計画対象地区は優位
○商業系：高（近隣型店舗）⇒広域型店舗は隣接市に既に立地、市内店舗は規模が小さいため、

購買客は市外に流出

○宿泊系：中 ⇒県全体として、宿泊数等が伸びているが、周辺地域でホテル建設が進められており、
誘致にスピード感が必要

○交流系：高 ⇒交流施設（道の駅）の空白地域 で、競合する施設がない
○業務系：低 ⇒名古屋市内でも近年の業務床の急増により、名古屋市でも苦戦

○住宅：100戸程度集合住宅は可能 ○宿泊：条件次第で進出可能
○商業：広域型は困難、近隣型なら可能
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■新規導入機能

※点線は隣接地区

【導入機能の検討】

【計画対象地区の整備イメージ（たたき台）】【計画対象地区の上位計画における位置づけ】

【計画対象地区の現況】

【ポテンシャル分析】

【事業者ヒアリング】

○ 第５次知多市総合計画
（Ｈ23年度～Ｈ32年度）
・駅を拠点とした利便性の向上を図り、都市機能
を充実。
○知多市都市計画マスタープラン
（目標年次：Ｈ32年）
・「都市拠点」として、現況の機能（行政、文化・
スポーツ）の他に商業・業務機能及び交通結節
機能等の集積を図る拠点としての位置付け。

【都市拠点】
都市生活の中心となる行政、文化・スポーツ、医療、
商業・ 業務等の拠点

（ ）は現在の土地利用状況

■知多市都市計画マスタープラン

将来都市構造図
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